
横浜みどりアップ計画市民推進会議による 

横浜みどりアップ計画３か年（平成26～28年度）

の評価・提案の概要 

 

公募市民と委員との意見交換 公募市民と共に現地調査を実施 
(もえぎ野ふれあいの樹林愛護会の方からの説明) 

 

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、みどりアップ計画の評価及び

意見・提案、市民の皆さんへの情報提供をおこなうことを目的として設置された会議です。 

平成28年度も、現地調査や会議を実施し、みどりアップ計画の推進に向けた評価・提案などを

報告書としてまとめました。 

横浜みどりアップ計画市民推進会議平成28年度報告書概要版 

報告書表紙 

報告書は市民推進会議 

ホームページで 

掲載しているほか、 

環境創造局政策課、 

市民情報センター、 

区役所広報相談係でも 

ご覧いただけます。 

 

計画全体として、柱ごとに数多くの事業が着実に推進されていま

す。 

「取組の柱１：市民とともに次世代につなぐ森を育む」については、   

樹林地の保全が３年間の目標量に近いペースで進捗しています。

良好な森を育成する取組や、森と市民とをつなげる取組が着実に

進められたことを評価します。  

「取組の柱２：市民が身近に農を感じる場をつくる」については、    

水田保全等の主要な取組では、概ね目標を達成しています。共同

利用設備の整備などでは目標を達成できていません。横浜に残る

貴重な水田景観等の保全に向け、引き続き取組を進めてください。  

「取組の柱３：市民が実感できる緑をつくる」については、民有地に

おける緑化の助成では、目標値の半分程度の件数にとどまってい

ます。保育園・幼稚園・小学校での緑の創出については、多様なか

たちで、子どもが緑にふれる場を生み出していることを評価します。 

「効果的な広報の展開」については、 アニメーションを活用したＰＲ

など、新たな試みが広がる中で、より市民の視点からの広報が行わ

れるようになったことを評価します。  

平成28年度は、みどりアップ計画の５か年の折り返しの年でもあり、  

目標達成に向けて、着実に取組が推進されることを期待します。 

評価・提案のまとめ  

活動の様子 

評価・提案の詳しい内容は裏面にあります 

広報誌「みどりアップＱ」の発行 



取 組 の 柱 ご と の 評 価 ・ 提 案 の 概 要  

 
 

 

 

 お問合せ     

 横浜みどりアップ計画市民推進会議事務局 

 環境創造局 政策調整部 政策課 

TEL 045-671-4214 FAX 045-641-3490 

e-mail : ks-mimiplan@city.yokohama.jp 

市 民 推 進 会 議  検 索 

報告書や市民推進会議の詳細は、環境創造局の

市民推進会議ホームページをご覧ください。 

相川健志  (公募市民)  /  網代宗四郎 （横浜市町内会連合会 委員) /  東みちよ （公募市民) /  池田信彦 （よこはま緑

の推進団体連絡協議会 会長) /  池邊このみ （千葉大学大学院 園芸学研究科 教授) /  岩本誠（三保市民の森愛護会

会長）※平成29年度から / 大竹斎子 （公募市民) / 加茂千津子 （公募市民) /  清水靖枝 （長屋門公園管理運営委員

会 事務局長) /  進士五十八 （福井県立大学学長) /  関水金作 （追分・矢指市民の森愛護会 会長) ※平成28年度まで /  

蔦谷栄一 （農的社会デザイン研究所代表) / 長瀬里佳 （公募市民) /  野路幸子 （元横浜市中央農業委員会委員) /   

望月正光 （関東学院大学 経済学部 教授) / 籾山功（横浜農業協同組合 常務理事) /  若林史郎 （横浜商工会議所 常

任参与）      50音順・敬称略 

                           

私達が 

委員です 

効果的な 広報 の展開 

市民が身近に 

農 を感じる場をつくる 

市民とともに 

次世代につなぐ 森 を育む 

市民が実感できる  緑 をつくる 

・26年度から計画における重点的な取組としてス

タートした効果的な広報の展開は、3か年で具体化

されたものが多くありました。   

 

・広報よこはまの特集ページの取組は、市民の目

につきやすい効果的な取組の１つです。わかりや

すく表現することで、より市民の理解も深まります。

引き続き実施を望みます。  

 

・水田保全奨励など、主要な取組については概ね

目標を達成しています。 水田景観の保全において

は、景観の地域性を考慮しながら進めることを期待

します。  

 

・地産地消の取組の広がりは評価しますが、普段

食べる野菜が近くの畑で採れていることから、消費

者と生産者のつながりや食文化との関わりなど、地

産地消の原点に返った取組を期待します。   

・緑地保全制度による樹林地の指定は、３年間の目

標量（300ヘクタール）に近いペースで進んでいま

す。平成28年度目標は達成できておらず、その理由

などを踏まえ、来年度の取組を進めてください。  

 ・森づくりガイドラインの活用や保全管理計画の策

定による適切な維持管理は、保全された森の質を

高めるために重要であり、着実に進んでいることを

評価します。  

・森の楽しみ作りのイベントは、目標を大幅に上回

る実績となっていることを評価します。  

・民有地における緑化の助成では、目標値の半分

程度の件数にとどまっています。今後は、より市民

や事業者に利用しやすいような制度への見直しも

必要かもしれません。  

 ・子どもを育む空間での緑の創出については、目標

を上回る実績となっており ます。ビオトープ整備で

は、多様なかたちで、子どもが緑にふれる場を生み

出している点が評価できます。  

 公募市民や学識経験者、関係団体、自治会・町内会代表で活動しています。 


